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１．はじめに 

 合成桁の床版取替で急速施工を目指した先進的な工事例として，光田ら 1)は交通開放下で腹板上部を水平に切断・

仮添接し，規制後に上フランジと床版を更新する工事を報告した．しかし上記工法では，上フランジが無くなるた

めベント等による鋼桁の支持が必要となる．筆者らが開発した床版ハン

チ部水平切断工法は，床版下面に設置した乾式水平切断装置によりずれ

止めを含むハンチ部を水平切断して，桁と床版を分離して，工期を短縮

する工法である 2)（図-1 参照）．本切断工法から発展して，交通開放下で

予めハンチ部を水平切断して，交通規制後に床版取替を行う工法を現在

検討している．切断後は，専用治具（図-2，図-3 参照）により床版と桁

を連結し，合成桁としての断面性能を回復する（再合成化）．またハンチ

部の切断跡の隙間にくさび等の圧縮支持部材を設置する．ここで専用治

具は実験により水平切断後に設置して合成作用が部分的に回復するこ

とを確認している 2)．本工法を適用すれば，最小限のずれ止めの補強だ

けで，ベント等で支持せず交通規制期間を短縮できる．ただし，一部が

不完全合成となるため，ずれ止めや鋼桁の作用力が許容値を超過する可

能性があることから，本稿では，想定した施工ステップの解析により，

交通開放下でハンチ部を水平切断した施工中の合成桁の応力と合成作

用を評価した結果を報告する． 

２．解析モデル 

解析対象橋梁は支間 30m の単純合成 3 主鈑桁橋（1960 年代建設）

で，主桁間隔は 3100mm，対傾構間隔は 5000mm，床版厚は 200mmで

ある．解析方法は一定せん断流パネル解析 3)で，床版と鋼桁のみモデ

ル化した（図-4 参照）．本解析法は，軸力と曲げを伝える縁部材（梁要

素）とその間に挿入されるせん断力のみを伝える板要素から構成さ

れ，ずれ止めに対応する板要素のせん断剛性を変化させることで，不

完全合成桁の評価が可能である．詳しいモデル化手法は参考文献 4)を

参考にされたい．既設スタッド(φ19×150)は，実橋の配置に準じて 1  
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図-1 ハンチ部水平切断工法概要 2) 

図-2 再合成化用治具 2) 
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図-3 提案工法概要 
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列 3本約 120～350mm間隔で，せん断剛性は 300kN/mm/本とし

た．また再合成化用治具は 1m 当たり 6 基（桁両側に設置して

333mm間隔）として，せん断剛性は 200kN/mm/基 4)とした．水

平切断時はずれ止めの板要素のせん断剛性を微小とした．荷重

は主荷重と床版と桁の温度差とした．本解析では活荷重は設計

当時の TL-20，適用基準は H24 道路橋示方書とした． 

３．解析ケース 

 解析ケースは図-5 に示す対傾構間隔で端部または支間中央

から施工する計 2ケースとした．本切断工法は 1 パーティで１

日に一般的な対傾構間隔(6m)程度は切断可能であることから，

対傾構間隔を施工長とした．ずれ止めに水平せん断力が集中す

る端部付近は，床版打ち下ろし部と伸縮装置がありハンチ部水

平切断に時間を要することから，端部から 3m（支間の 1/10）以

外を水平切断後，再合成する条件とした．また極端なケースと

して全桁を同時に同じ長さを施工する条件とした．荷重はステ

ップ毎に載荷し，各荷重組み合わせについて評価を行った． 

４．鋼桁に作用する応力 

 図-6, 7 にケース A, B の最も許容応力度を超過した主荷重状

態の外桁フランジ応力を示す．図-6, 7より下フランジはほぼ変

化がない．一方，上フランジは中央に近い範囲で応力が増加し，

特に断面変化点近傍である断面①（支間中央から-6000mm 位

置）で，支間中央から-10000～-5000mm 切断した時，Step 1 と

比較して応力の増分が最も大きくなった（ケース A, B ともに

+13%程度）．しかし 2 ケースとも全荷重組み合わせで鋼桁の応

力は，許容応力度＋6%以内に収まった．また床版応力は全ケー

スで許容値を満たした．図-8 に断面①の中立軸変化を示す．図

-8より水平切断すると切断箇所を含む断面の中立軸は一時的に

低下するが，再合成化用治具により断面剛性が回復した． 

５．結論 

 本検討より，本施工条件であれば交通開放下で合成桁の一部

区間のハンチ部を水平切断しても，桁応力の増加量は軽微であ

り，大掛かりな桁本体の補強なしで実施工可能と考えている． 

なおずれ止めの水平せん断力は耐荷性能を満足する必要があ

る．次報（その 2）5)ではずれ止めの水平せん断力を解析的に評

価し，課題と対策について報告しているので，参考にされたい． 
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